
埋め立て終了

市の不燃物最
埋め立てこみ今後は日の出町谷戸沢広域処分場へ〆
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福生市市民部

　　清掃課
平成6年3月15日発行

■一菖一¶≡影瓜

鰯噛処蜘濾　．大変麺な市の最終処分場がなくなってしまうのlfVo

　今後は、付近住民の皆さんのこ理解により谷戸沢広域処分場に埋め立てられることになりました

が、この処分場も現状のこみ搬入量のままでは、当初完了予定の平成8年度末より早く満杯になっ

てしまうという危機に面しています。そのため、広域処分組合では、この処分場を利用している27

市町に対して平均約35％の“減らすべきこみの量”を義務づけ、減量ができないときはこみの搬入

を断るという厳しい指導をしています。　．

　市独自の埋立地がなくなってしまった今、以前にもましてわたしたちは、こみを減量していく努

力をしていかなければなりません。

ごみ減量に一層のご協力を
　谷戸沢広域処分場を平成8年度末まで使用するためには、大幅な減量が必要です。

　下の表は谷戸沢広域処分場への福生市の搬入の割当量です。平成6年度についても大変厳しい割

り当てとなっていますが、平成8年度にはさらに1，000「㎡以上減らさなければなりません。

　街にこみがあふれる事態にならないよう、市としても最大限の努力をしてまいりますので、市民

の皆さんも分別の徹底などこみ減量に一層のこ理解とこ協力をお願いします。

福生市の搬入割当て量と減らすべきこみの量

平成4年度 4，800市（埋立量実績）

平成6年度 4，600rli　　　　　　　　　　　　　　200市

平成7年度 4，100㎡ 700rホ

平成8年度 3，600r目 1，200㎡

［
福生市の搬入割当量

口
減らすべきこみの量
（搬入できない量）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この用紙は再生紙を使用しています。
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こみの少ない豊かなくらしをめざして

　　　　ものを大切にする生活を

　　豊かな“もの．に囲まれた使い捨てのくらし

　は、限りある地球の恵みを急速に消費し、環境

　に大きな影響を与えています。

　　使い捨ての生活から“もの．を大切にする生

　活へ、『リサイクル社会』をめざし、市民の皆さん

　のご協力をお願いします。
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◆演題最近のこみ事情

東京都23区の指定ゴミ袋導入の計画・立案

から実施に至るまでの責任者として従事さ

れた庄司氏を講師にお招きしてホットな話

題、貴重な体験談等を語っていただきます。

◆日時

◆場所

◆講師

◆主催

平成6年3月26日（土）午後2時一一3時30分

福生市商工会館3階ホール

　　はじめ庄司元氏（東京都清掃局作業部作業課長）

福　生　市

入場無料、多数の市民の方のE来場をお待ちしております。
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